
　８．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 通信会社（工事担当） ・客の様子をみると、景気はやや良くなる。
競艇場（職員） ・10月初旬にはＧ１競争を開催するので、売上が期待でき

る。
やや良くなる 商店街（代表者） ・８月末からのプレミアム付商品券の利用開始に伴い、物販

等で好調さが出てくる。
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・小売店の折込チラシの商品単価が値上がりしており、ディ
スカウント店以外の店でも集客数が増える。

百貨店（営業担当） ・秋物の販売について、例年より客の反応が良い。
スーパー（店長） ・今後の景気は天候次第である。天気と気温次第で、景気の

先行きは大きく変わる。
スーパー（店長） ・当市でもプレミアム付商品券が発行されるので、景気に対

して若干の刺激が期待できる。
スーパー（総務担当） ・買上点数の伸び以上に客単価が伸びており、今後に期待で

きる。
スーパー（財務担当） ・プレミアム付商品券が発行され、地元客が使用するので、

売上は増加する。
スーパー（販売担当） ・プレミアム付商品券による消費の増加はもうしばらく継続

する。
スーパー（営業システ
ム担当）

・プレミアム付商品券が発行される。また他の出店地域でも
発行予定があり、その効果に期待する。

コンビニ（エリア担
当）

・ここ数か月、売上が順調に伸びていることから考えて、こ
の良い状況はしばらく続く。

コンビニ（支店長） ・売上が回復傾向にある。
家電量販店（店長） ・８月から当地区でもプレミアム付商品券の利用が始まり、

売上増が期待できる。
家電量販店（店長） ・来店客が増加傾向にある。
乗用車販売店（営業担
当）

・ボーナスと決算期ということで、多くの客の来店が見込ま
れる。

その他専門店［海産
物］（経営者）

・秋になれば今よりは景気は良くなると思うが、例年のよう
な来店客があるか疑問が残る。

一般レストラン（経営
者）

・期待感が先行しているかもしれないが、プレミアム付商品
券の利用が始まれば景気は少し良くなる。

一般レストラン（店
長）

・インバウンドの来店客が引き続き好調であり、夏休み中は
更なる客数の増加が期待できる。また客単価の上昇もしばら
く続く。

その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（店長）

・９月には大型連休があり、秋の行楽シーズンに入る。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・インバウンド客が増加傾向にある。

タクシー運転手 ・８月はお盆中の同窓会等の開催で、売上が期待できる。ま
た当地はタクシーでもプレミアム付商品券が使えるので、当
社にはプラス要因である。

通信会社（総務担当） ・９月の引越しシーズンを迎えて、新規加入件数の増加が見
込める。

テーマパーク（業務担
当）

・台風等の天候の懸念はあるが、これから秋の行楽シーズン
に入る。また９月後半の連休は日並びがよく、人の動きが多
くなると期待できる。

設計事務所（経営者） ・消費税率再引上げや、オリンピックの関連工事に影響を受
けた資材高騰が気になり始めている。

住宅販売会社（営業担
当）

・消費税率再引上げを見据えて、客はそろそろ住宅購入を検
討し始めるので、今後は客の動きが出てくる。

住宅販売会社（営業担
当）

・秋口はリフォーム工事の需要が増えるため、受注増が見込
める。

変わらない 商店街（代表者） ・商店街に新規出店の予定がある一方、老舗が８月で閉店す
る。商店街の灯がまた一つ消えてしまう。

商店街（理事） ・政治も含めて不安定材料が多いため、客に防衛本能的なも
のが自然に働いている。客は買物に当たって一喜一憂するこ
となく、ある程度長期的な計画を頭に思い浮かべている。

商店街（代表者） ・仕入業者やまわりの商売人と話すが、新聞で報じられるよ
うには景気は回復していない。これからも景気は変わらな
い。

一般小売店［靴］（経
営者）

・食料品、各種の保険料や税金など、客と話すと値上がりの
話題が頻繁に出る。こうした負担増が客の買物意欲を抑え
る。

一般小売店［茶］（経
営者）

・なかなか先の見通しが立たず、不安である。

家計
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一般小売店［印章］
（経営者）

・会社設立等の印鑑の注文が少なく、前向きの動きがあまり
みられない。

一般小売店［食品］
（経営者）

・景気回復につながる材料が見当たらない。

百貨店（経理担当） ・景気が良くなる要素はあまりみえず、今の状況が今後もし
ばらく続く。

百貨店（営業担当） ・当館に限れば、６月にアパレル系の退店が相次いだことに
より、売上が落ち込んだ。店舗が少なくなり館の魅力が落ち
て集客に影響が出るという悪循環に陥っている。そのような
中にあっても、サービス系店舗は他店舗に影響されない強さ
を持っていると改めて感じる。

百貨店（営業担当） ・クリアランスセールに来店しても、いつもより買物に積極
的な姿勢の客ばかりではない。欲しい品物があっても価格を
検討したうえで、必要な時であれば客は購入する。以前とは
違う買物スタンスがすっかり定着している。

百貨店（営業担当） ・残暑が厳しい中、一部の婦人服ブランドを除き、秋物の新
商品が好調に動くとは考えにくい。この夏のセール商品の動
きをみても、客は安くなったから買うのではなく、必要な時
にだけ買うという購買動向は秋以降も続く。

百貨店（販売促進担
当）

・夏物セールが最終盤を迎え、また秋物展開も本格化してく
るが、主要客のミセス層のシビアな購買姿勢は継続する。季
節が変わっても消費高揚は期待できそうにない。

百貨店（売場担当） ・食品は生鮮品を中心にやや回復してきたが、衣料品は上向
く傾向にない。競合店が出店した影響もあり、しばらく状況
は変わりそうにない。

百貨店（購買担当） ・アパレル業界も客の消費動向を研究しているのか、クリア
ランスセールでの値下げ販売よりも正価品の販売に力を注い
でいるように感じる。ただ客の財布のひもが固い状況は今後
も続く。

スーパー（店長） ・今月より景気が良くなる材料も悪くなる材料も見当たらな
い。

スーパー（店長） ・傾向として数字は少しずつ良くなってきているが、今の数
字がピークである気がする。今後もしばらく客数や販売単価
は前年の103％程度を継続する。

スーパー（店長） ・客の購買商品を見ると、必要な物だけの購入が多いように
みえる。商品の値上げが相次いでおり、今後も購買点数の増
加が継続するとは思えない。

スーパー（管理担当） ・プレミアム付商品券の効果が出てきており、売上増につな
がっている。ただ継続性があるとは思えず、先細り感が強
い。

コンビニ（エリア担
当）

・盛夏が過ぎれば、商品動向もやや落ち着く。季節商材の切
替えを早めに行い、今の良い流れを維持したい。

コンビニ（エリア担
当）

・プレミアム付商品券の効果を期待するが、消費者の倹約傾
向は今後も変わらない。

衣料品専門店（経営
者）

・景気が良くなる要素がみえない。

家電量販店（店長） ・消費税増税後の落ち込みからは脱しつつあるが、なかなか
以前の売上まで回復しない。

家電量販店（販売担
当）

・エアコン等の売上という季節要因が２～３か月先はなくな
る。新しいパソコンソフトの効果に期待する。

家電量販店（企画担
当）

・景気が良くなる要因は特に思い当たらない。

乗用車販売店（統括） ・景気が良くなる材料がない。
乗用車販売店（営業担
当）

・ボーナスが出ているが、客の購買意欲は上がっていない。
次回の消費税率再引上げを意識して、客からは今から出費を
抑え、貯蓄しておきたいとの話を多く聞く。

乗用車販売店（店長） ・７月から新型車の販売を始めているが、客の関心が薄く、
今後がますます心配である。

乗用車販売店（総務担
当）

・広告宣伝で新しい取組を実施しているが、商談数に大きな
変動はない。今後も現状維持が続くと思われ、他社との競合
が厳しくなる。

住関連専門店（営業担
当）

・平日の来店客が少ないため、客の情報が集まらない。情報
が少ないため、今後の見通しも立てにくい。

その他専門店［和菓
子］（経営者）

・売上が増加する要素が見当たらない。

その他専門店［時計］
（経営者）

・地方の景気回復は都市部に比べて遅れており、需要が停滞
している。また消費者にはインターネットなど通信販売への
指向が強く、実店舗での営業にとって厳しい面がある。

その他小売［ショッピ
ングセンター］（所
長）

・７月末から当市でもプレミアム付商品券の使用が開始され
るので、景気は上向く。ただ使用期限が８月末までに限られ
ており、２～３か月後には反動も予想される。



その他小売［ショッピ
ングセンター］（運営
担当）

・特記すべき事項は見当たらない。

高級レストラン（ス
タッフ）

・この先の予約状況は特に良くも悪くもなく、前年並みであ
る。今後の伸びに期待する。

一般レストラン（外食
事業担当）

・７月には台風の接近が多かったが、当地では悪影響は小さ
かった。今後も天候に恵まれれば、例年並みの来客数や売上
は十分見込める。

スナック（経営者） ・アベノミクスで景気は良くなると期待していたが、税金が
高くなり物価が上がったため、かえって経営が苦しくなって
いる。

観光型ホテル（支配
人）

・販売価格を値上げするため、当面は客数が減少する。

観光型ホテル（宿泊担
当）

・自分たちも友人からも、給料が増額される話はほとんど聞
かない。

都市型ホテル（企画担
当）

・前年に比べて足元ではイベントや学会の開催数が減少して
いる。個人消費でも日々の飲食費用を節約して、消費者は旅
行などに予算を掛ける傾向がある気がする。

都市型ホテル（企画担
当）

・現状が大きく変わることはないが、物価上昇による買い控
えの影響が出てくる。

都市型ホテル（総支配
人）

・入込観光客数に大きな変化が出るとは考えられない。

旅行代理店（経営者） ・経済状況に変化はみられないが、そろそろ個人客に我慢の
限界がきて、消費する方向に転換すると感じる。

旅行代理店（営業担
当）

・内閣支持率をみても政治状況への不安が大きい。各種景気
対策にも目に見える結果が出ておらず、景気はまだ改善しな
い。

タクシー運転手 ・タクシー業界では前年比で数％の増益は考えづらい。
タクシー運転手 ・タクシー利用は景気には左右されない。ただ利用数は増え

ても単価が低いため、前年同月と比較して好調とは言えな
い。

通信会社（社員） ・販売量の増加につながる動きがみられない。
通信会社（企画担当） ・モバイルの新サービスへの関心は最初の食いつき時期を過

ぎて、徐々に認知度は高まるが、実際の購買の動きはかなり
緩やかになる。

通信会社（総務担当） ・県内の景気指標は好転しているが、当社の販売状況は横ば
いであり、景気動向に変化は感じない。

通信会社（営業担当） ・ある程度販売量は増加しているが、今後さらに向上する印
象はない。

テーマパーク（管理担
当）

・消費税増税後は消費低迷が続いている。

テーマパーク（営業担
当）

・既に景気は落ち込んでおり、しばらくは現況が続く。

ゴルフ場（営業担当） ・インバウンド客はＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）の影響が
出て低調になっており、国内客も現状維持という傾向であ
る。

美容室（経営者） ・例年であれば、この時期は夏に向かって売上が伸びるはず
である。今年は駅前に大型ショッピングモールが開業して客
の流れが変わったせいか、売上に変化はみえず、先行きを少
し不安に感じる。

美容室（経営者） ・現状は売上に波があり、不安定な状況である。
設計事務所（経営者） ・しばらくは景気の様子見になるが、年末には消費行動が活

発になる。
設計事務所（経営者） ・地方経済は縮小の一途であり、放置すれば更に落ち込むこ

とは明らかである。中央官庁の地方への分散移転を含めて速
やかな地方分権や行財政改革の実施が望まれる。

設計事務所（経営者） ・戸建て住宅の建築物価は３年前に比べて、非木造では３割
以上、木造で１割程度高くなっている。この状況が変わる気
配はなく、クライアントは予算超過となるため躊躇してい
る。

住宅販売会社（従業
員）

・今後も景気には先行き不透明感が残り、明るさがみられな
い。

住宅販売会社（営業担
当）

・家庭で景気回復を実感できるには、まだ多少時間が必要で
ある。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・客の様子をみると、客は商品を選ぶときに非常に慎重であ
る。特に当店で取り扱う商品は子供服であるため、客は安さ
に加えて長く子供が着用できることを基準に選んでいる。

商店街（代表者） ・消費者の消費行動が変わってきた気がする。日ごろは質素
に暮らし、誕生日等の特別なイベントに少し奮発して金を使
う。



商店街（代表者） ・地方では相変わらず収入が増加しない一方で、食料品を中
心に値上げが続いており、消費者の低価格志向が強い。

一般小売店［紙類］
（経営者）

・地元客の買い控えは今後も継続する。

百貨店（売場担当） ・秋に近隣の大型ショッピングセンターの増床オープンが控
えており、狭い地域内で競争が激化する。景気が良くなる要
素はない。

百貨店（営業推進担
当）

・地域の状況からみて、好材料はあまりなく、現状が継続す
ると考えられる。プレミアム付商品券の効果も数値には表れ
ておらず、今後も厳しい状態が続く。

スーパー（業務開発担
当）

・プレミアム付商品券の特需効果がなくなり、商品価格もこ
のまま高止まりとなれば、客は一気に節約志向に向かう。来
店頻度の低下やディスカウント商品への移行で厳しい状況に
なる。

スーパー（販売担当） ・原材料の高騰等で仕入単価は上がっているが、それを販売
価格に反映できない実態がある。売上はともかく、適正な利
益確保が難しい状況では、景気の回復や上昇は考えづらい。

乗用車販売店（業務担
当）

・現在は新車投入効果でやや好調であるが、２～３か月後に
はその効果も薄れる。

自動車備品販売店（経
営者）

・大手企業でさえ、実際の利益を水増しして儲かっているよ
うに見せたり、事業規模を縮小している。一部の輸出関連企
業が儲けているだけで、大半の企業や中小の小売業はいまだ
浮き上がれず、相変わらずデフレスパイラルの渦中にある。

その他専門店［布地］
（経営者）

・プレミアム付商品券が発売され、多少景気は良くなったよ
うにみえるが、この状況は長続きしない。景気を上昇させる
ほどの力はない。

その他専門店［ファッ
ション雑貨］（従業
員）

・プレミアム付商品券の使用期限は10月末であるので、それ
以降はまた景気が落ち込む。

一般レストラン（経営
者）

・プレミアム付商品券は一時的な消費喚起には貢献したが、
その効果は頭打ち傾向である。夏に向けてますます消費者の
節約は続く。また日常は消費を厳しく切り詰め、非日常的な
行事は豪華に過ごそうという傾向が強まる。

通信会社（広報担当） ・商戦期においても販売が伸びないようであれば、通常期の
販売は見込めない。また客が安さだけを求めるとなると、現
状がすでに底値状態であるので、今後もあまり販売は見込め
ない。

美容室（経営者） ・客と話すと、収入が増えた人でも物価上昇分には追い付い
ていない状況である。当店で使う金にも節約する傾向を感じ
る。

悪くなる スーパー（店長） ・競合する食品スーパーが出店した後は、客が分散する傾向
にある。

衣料品専門店（経営
者）

・食料品全般が値上がりしているので、家計はますます大変
になっている。都会では給料も上がっているようだが、地方
は厳しいままである。

良くなる 輸送用機械器具製造業
（経営者）

・今後も少なくとも２～３か月は非常に忙しい状況が続く。

やや良くなる 窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・10月以降は徐々に鉄鋼業向け生産が回復する見込みであ
り、生産現場は多忙になる。

非鉄金属製造業（業務
担当）

・全体として景気はやや良くなっている。今のところマイナ
ス要因も見当たらないので、しばらくはこの調子が続く。

通信業（営業企画担
当）

・観光関連のみならず、地方創生などの補助金政策により、
さまざまな業種で開発に向けた動きが見られる。

不動産業（総務担当） ・賃貸住宅需要については８月は今月と変わらない。９月は
需要期に入るので、景気はやや良くなる。

変わらない 食料品製造業（総務担
当）

・当社は９月から繁忙期に入る。売上構成を抜本的に見直す
に当たり、製造工程の見直しから始めたため、９月以降の繁
忙期に製造現場が対応できるか若干不安を持っているが、よ
うやく通常に戻る気がする。

木材木製品製造業（経
理担当）

・消費税増税後の反動減はほぼ収束しているが、需要に安定
感がない。

鉄鋼業（総務担当） ・活動水準が好転する期待はあるものの、具体的な動きが見
えておらず、当初想定したよりも調整期間は長引く。

鉄鋼業（総務担当） ・本社が示す秋冬の受注見込みは今季予算より数％低く、今
期実績に近いレベルである。特にこの分野が好調との話もな
く、横ばいという感じである。ただ米国の大手金融機関の破
たん時のような大幅な減産は想定していない。

金属製品製造業（総務
担当）

・省エネ補助金で受注を増やした工作機械業界の得意先から
の受注が多い状況は今後も続く。得意先の話では、省エネ補
助金は12月で完了するが、その後はものづくり補助金の需要
を見込んでいる。

企業
動向
関連

(中国)



一般機械器具製造業
（経理財務担当）

・依然として販売量が増加する兆候はみられない。

電気機械器具製造業
（総務担当）

・極端に言えば、今の市場は補助金関連で潤っている。補助
金がなくなった後の反動が心配である。

電気機械器具製造業
（総務担当）

・受注量が増えない。

輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・主要客の国内シェアは過去最高水準となっている。主要客
は輸出依存型とは言いながら、各社が国内生産を減らす中、
当初目標を達成する勢いである。

輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・短期間での受注単価の劇的な上昇や収益の改善が見込める
材料がないため、景気は当面変わらずに推移する。

建設業（総務担当） ・２～３年先には仕事量全体が減ると思われるが、この先１
年は手持ちの仕事で好況が継続する。

建設業（総務担当） ・受注や下請の状況が落ち着いている。
建設業（総務担当） ・ギリシャの債務危機、新国立競技場の建設遅延、安保法制

や中国の景気動向等、景気に関連して良い材料が見当たらな
い。

輸送業（支店長） ・通販市場の拡大に伴って、物流にも新たな動きが出てい
る。通販業界では米国最大手が売上トップに立ち、この状況
は今後も変わらないと考えるが、市場全体の需要量がどの程
度の規模になるかはまだ掴み切れない。

通信業（営業担当） ・政治状況が混沌としたままで効果的な景気対策が打ち出さ
れないことから、景気が上向くことはあり得ない。

金融業（自動車担当） ・当面は現在の為替水準が続くとみられ、輸出の好調から大
手企業は増収増益傾向を維持できる。

金融業（貸付担当） ・内閣支持率の低下などをみると、景気動向への不安要素が
あると考える。景気の下支えとなる個人消費では夏休み期間
中の動向によって、２～３か月後の景気は良くなるとも悪く
なるとも考えられる。

広告代理店（営業担
当）

・取引先の動向及び受注量の動きからみて、景気は変動しな
い。

会計事務所（職員） ・消費税増税の影響も一段落し、全般的には例年並みに落ち
着いている。ここ数か月で景気が大きく変動するとは思えな
い。７月の台風で小売業は多少影響を受けたが、あらためて
天候は購買意欲を左右させる心理的要因の一つと感じた。今
後も天候次第で、消費動向は左右される。

やや悪くなる 化学工業（経営者） ・主要取引先が秋に定期修理を控えているが、製品備蓄のた
めの前倒し生産の動きがない。

化学工業（総務担当） ・原子力発電所の再稼働が先延ばしになっているため、製造
業は電力供給面の不安が払しょくできない。製造業に元気が
出ないと景気の底上げは起きない。

輸送業（経理担当） ・倉庫の保管型貨物において、出庫に比べ入庫が少なくなっ
ている。今後、保管数量や出庫数量が減少し、荷動きが鈍く
なると懸念する。

悪くなる 農林水産業（従業者） ・７月はアジを中心とした青魚とイカの水揚げ量が伸びてい
る。このまま水揚げ量が安定するよう願っているが、例年、
７月以降は夏枯れで水揚げが減少する。

食料品製造業（総務担
当）

・景気が良くなる情報が一つもない。

一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きが悪い。

その他製造業［スポー
ツ用品］（総務担当）

・海外からの仕入価格が円安のため急騰したが、簡単にはコ
ストに反映させられない。原価が大幅に上昇して企業努力で
は吸収しきれない。また生産はもともと中国生産が主力で
あったが、現在は中国内のコストアップでベトナムやカンボ
ジア等に移ってきており、国内生産は苦しくなる一方であ
る。

良くなる － －
やや良くなる 人材派遣会社（支社

長）
・労働者派遣法の改正は当業界や労働市場に与えるインパク
トが大きい。中長期的に持続的な成長が見通せない企業は雇
用リスクを抑えるために、派遣スタッフの活用や専門業者へ
の外部委託などに前向きになる公算が大きい。

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・メーカーを中心に採用数の増加傾向がみられており、仕事
の受注量は将来的にも安定している。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・従業員確保の厳しさは今後ますます強まる。

職業安定所（所長） ・医療・福祉や建設業などの人手不足分野では以前から求人
意欲が極めて高いが、緩やかな景気回復を背景に基幹産業で
ある製造業においても求人意欲の高まりが感じられる。

雇用
関連

(中国)



職業安定所（産業雇用
情報担当）

・来春の高卒求人は全体で前年から約23％増加するなど、採
用意欲の高まりがみられる。地場産業の建設業をみても、
17.3％の増加である。

民間職業紹介機関（人
材紹介担当）

・今後は駅前の大型ショッピングモールの来客増を目的とし
た施策が期待できるし、周辺の施設等にも相乗効果が期待で
きる。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・改正労働者派遣法の施行時期次第であるが、10月にはみな
し雇用の問題もあり、求人関係は安定しない。景気は上昇傾
向にあるが、上記の問題を踏まえて判断すれば、今後の景気
に変化はない。

人材派遣会社（経営企
画担当）

・マイナンバー制度の導入や改正労働者派遣法など、企業経
営にインパクトを与える法改正が人材雇用にどう影響するか
見極める必要がある。

人材派遣会社（支店
長）

・求職者の確保に課題を抱えており、９月と10月で動きが出
ることを期待する。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・政府や地方自治体は新たな景気対策を導入する方向にはな
い。ギリシャの債務危機等の外的要因や、東京オリンピック
関連の内的要因を考えても、近々に景気が良くなるとは考え
にくい。

職業安定所（産業雇用
情報担当）

・新規求人数や新規求職者数に目立った動きはなく、また雇
用環境に影響を及ぼす倒産等の情報もない。

職業安定所（雇用開発
担当）

・新規学卒者を対象とした企業説明会や就職面接会を企画し
ているが、参加を希望する事業所が多く、早期に受付を終了
した。前年と同様に各企業は新卒者の採用意欲が高い。

民間職業紹介機関（職
員）

・地元自動車メーカーの国内製造の減産や中国経済の失速な
ど、景気の不安材料も出始めており、今後に景気が上向いて
いくかは微妙である。ただ求人意欲は相変わらず高いことか
ら、景気が下向くとも考えにくい。

学校［短期大学］（学
生支援担当）

・周囲では変化が感じられないので、景気はあまり変わらな
いと思う。

やや悪くなる － －
悪くなる － －
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